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卒業生（既卒者）アンケート結果



あなたの卒業年を教えてください問１

あなたの性別を教えてください問２

令和５年度卒業生（既卒者）アンケート結果

回答数
計193件

男
45%

女
53%

回答なし　2%

2022年（社会人1年目）
2018年（社会人5年目）

2019年（社会人4年目）

2020年（社会人3年目）
2021年（社会人2年目）

14%

10%

19%

23%

34%



現在の勤務地（都道府県）を選択してください問３

大学時代に学んだことは仕事に役立っていますか？（学業面）問４
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役立っている
どちらともいえない

とても役立っている

あまり役立っていない

全く役立っていない 4%



どんな学びが仕事に役立っていますか（複数選択可）問5

その他にチェックを入れた人は内容の入力をお願いします。問6
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その他

42

67

18

11

30

32

8

5

30

■ 保育士としての専門知識
■ 大学時に学んだ授業の進め方や教材教具が役に立っています。
■ 大学時代の友人関係から得た経験。
■ 多様な世代の方との関わり方、逆算して物事を考える力
■ プレゼン能力をもっと身につけていたかった。
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■ 留学
■ 地域の祭礼行事
■ トビタテ！留学 JAPANでの学び
■ ゼミ
■ 海外留学での学び
■ ゼミ活動

大学時代に学んだことは仕事に役立っていますか？（学業以外）問7

どんな学びが仕事に役立っていますか（複数選択可）問8

その他にチェックを入れた人は内容の入力をお願いします問9
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部活動・サークルでの学び

ボランティア活動での学び

アルバイトでの学び

就職活動での学び

その他
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回答数
計269件

どちらともいえない

1%

50%
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18%
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6%
とても役立っている



大学時代の学びが実際の仕事でどんな風に活かされているか、
入力をお願いします問10

■ 特別支援教育を学んでいたおかげで障がいの基礎知識を持って対応ができる。
■ ゼミでの活動が役立っている
■ 授業の内容で分からないことがあったらとにかく質問するということを教えてもらったが、これは仕事をす
る上でも重要であり、ミスの防止にも繋がるため役立っている。

■ 簿記での知識は、金融業界のため役立ってます。
■ ゼミで資料データを読み取る経験が役立っている。
■ 税務において、簿記の知識が必須。
■ ゼミでの企画運営力やゼミで取り上げた題材をそのまま授業に使うことができた。
■ プレゼンやエクセルのスキルを使うこともあり、教科書を振り返ることもあった。
■ ゼミで学んだ専門分野を、仕事の中に取り入れて活かすことができる。自分なりに工夫して仕事をすること
ができる。

■ フィールドで募集していた、ボランティア先が自然公園や里山だったため、動植物の知識を子どもたちに伝
えることができる。

■ プレゼン
■ レポート、卒論で培った文章作成能力が役に立っている。
■ ゼミで学んだ資料データの分析などが店舗運営の業務で役に立っている。
■ IELTSの受験勉強などで培った継続力や自分に必要なことを考えて行動する力が教材研究や教科指導に
活かせている。また、2度の教員採用試験で味わった悔しさと嬉しさの両方が､来年の4月以降､常勤の教
員になったときの生徒指導や進路指導にも活かせると思う｡

■ 専門ゼミで、論理的思考力と最後まで自分で試行錯誤しながら物事をやり切る力、自ら疑問を持って物事
を俯瞰してみるようにしていた経験が、通年通り仕事を行うのではなくより効率良くする方法はないか、資
料を分かりやすく作り替えできるのではないかという積極的な取り組みを行うことに繋がっている。

■ 授業レポートが、文章力に役立っている。
■ ゼミでの課外活動を通してのコミュニケーション力が仕事でも活かされています。 スポーツ学科の授業が
そのまま活かされていることもあります。

■ 乳幼児に関する演習(感染対策)にて、汚物処理を学んだが、これがコロナ対応に役立った。自分が働いて
いる児童養護施設では、コロナ感染者が出た場合に防護服を着て子どもと関わります。

■ 専門知識  特に特別支援教育に関する知識 障害の特徴と対応を学べた。 河野先生の授業をもう少し学びたかった。
■ 情報リテラシーの講義での学びがIT業務全般に役立っている。
■ 質権や民法について学んだことが、直接仕事で役立っている。
■ 教授とのメールのやり取りが、上司へのメールで失礼がないよう作成できていると思う。
■ ゼミ活動で子供達と関わった経験やイベントの企画力が毎日の仕事で役立っている。ゼミ活動で学んだ資
料の作成方法が職場でポスターやポップなどを作る際に役立っている。

■ 専門分野の学びも保育をしていく上で大変役立っている。
■ 経済学部の経済・経営の知識が生きる場面はある。
■ 人の前で話す機会が多いため授業で学んでおいてよかった。
■ 法律を扱う職場なので、CDPの法律の講義で学んだことが役立っている。

■ 就職活動で学んだビジネスマナー (電話対応やメールの書き方等)がとても役立っている。
■ 就職活動時の自己分析などが役立ち、自分の短所などを気をつけながら仕事をすることが出来ている。
■ 進路支援課の、「〇〇学部の〇〇です」とやる挨拶の仕方が、仕事の別部署や客先の人と話す時に役に立っている。
■ 就職活動時に教わったメールの書き方やマナー。
■ 就職支援で学んだコミニケーション能力がお客様との会話、社内での連携に役立っている。
■ 就職ガイダンスで学んだ電話応対やメール送信が役立っている。
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■ アルバイトで培った接客力で、周りをよく見れるようになり、常に周りのことを考え、気を遣える人間になった。 
また、接客をしていたおかげで、人と話すのが楽しく、商談の際にも物怖じせずに話せる。

■ 部活動での先輩や後輩との人間関係が、職場での上司等の人間関係に役立っている。また、若手は率先し
て動くということも部活動から役立っている。

■ 部活での先輩後輩関係が、仕事での先輩後輩関係作りに活かせる。
■ サークルで、多くの人と関わることがコミュニケーション能力に繋がっている。
■ アルバイトをすることで家族や友達、学校内だけじゃなく、色々な人と接するため、コミュニケーション能力を
鍛えることができる。また、色々な人と接することで、色々な場面での対応能力も向上する。以上2点が仕事
でも同じ様に役立っている。

■ 部活での競技会運営や陸上教室での指導が、子供・地域・保護者との関係作りに似ている。
■ 大学でのボランティア精神は、校内の研修等の積極的な発言や行動に繋がっている。
■ 部活動での計画的な取り組みは仕事をする上でも重要。 多少の理不尽や優先順位の決め方は自然と身に
ついているものが仕事でも使えている。

■ 部活での先輩、先生との関係作りが、上司との関係作りに似ている  部活と就活両方でのメールマナーが、
仕事でのメール作成に役立っている。

■ サークル活動を通して得たコミュニケーション力のおかげで躊躇せずにお客様に声かけができるようになり、
接客ができるようになった。

■ 接客アルバイトで培ったコミュニケーション能力が、顧客先との関係づくりに役立っている。
■ 職業柄剣道出身の人が多いので、交流が深まった。
■ お客様と話す能力や協調性
■ アルバイトでの周りをよく見て行動する力や、効率的に動く力が保育現場で生かされている。
■ サークルで学んだ協調性が職場の先輩方との信頼関係の構築に役立っていると感じる。
■ サークルに所属していたことで、周囲とコミュニケーションを取り協力していく能力が培われた。
■ 部活やアルバイト、ボランティアでの子供達との関わりが、今の子供との関係作りに役立っている。
■ サークル・部活での報連相が、業務でのやり取りで役立っている。

■ アルバイト・サークル・就職活動で辛い経験を多くしていたため、問題解決に取り組む力が活かされている。
■ 簿記の勉強と部活動やアルバイトでの人間関係など
■ メール作成方法や文章構成
■ いろいろな年齢の人とのコミュニケーション力の向上
■ 何かしらを学ぶ過程で、考える力、工夫力こそ、仕事で１番使う仕事道具です。極論を言えば、どんな学問も
その人次第で、天下国家に役立つ学問になり得ると思っています。

■ 臨機応変に接客対応している。
■ 多くの人と関わる学生生活を通して、初対面の人と話すことに慣れた。そのおかげで、就職してか
  らもタイミングなどを探りながら積極的に話すことができている。 
■ アルバイトや就職活動で培った基本的な礼儀や、ボランティア経験が幅広い年代の方と関係を築くのに役
立っている。

■ ゼミ、部活でのコミュニケーション取り方など。
■ パソコンを使う機会が多いことが学生時代に似ている。
■ 大学時代に多くの人(友人、SNSで繋がった人など)と関わることで多くの人の価値観を知ることができまし
た。それが今の自分の心のゆとりに繋がっています。 

■ サークルやゼミで広報やブランディングについて学んでいたので、本来の仕事であるIT関係以外の仕事
(ブランディングや就活関係)でも声をかけてもらえます。

■ 忍耐力
■ 自分自身の課題を大学生活で得た知識や能力で解決出来る。
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